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・本シーズは，以下の 2つの目的で応用を考えている． 

１．構造物内の鉄筋の三次元位置が推定可能な磁気計測システム．また信号線（電源線）の

二次元位置が推定可能な磁気計測システム． 

２．超高感度ワイドレンジ型磁気センサを開発して，金属材料の微小な傷や欠陥の検査を行

える磁気センサの開発．なお，現時点では，磁気センサ部分の開発であり，計測システム全体

の開発は，ニーズに合わせて検討する必要がある． 

下図は，コンクリート内鉄筋と銅線の非破壊検査装置と計測結果例です．非常に簡単な計測

装置で鉄筋や銅線の位置を発見でき，鉄筋と銅線の区別も可能です．ただし，深い検査物や細

い検査物では感度が問題になります．対象に応じたシステムの改良が必要です． 
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建造物や橋などの改修工事現場での鉄筋，配線の検査，自動車など生産現場での加工前材料

の欠陥検査． 

関連特許 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 
橋や建物，プラントの設備や金属材料の磁気を用いた非破壊

検査装置の開発を行う． 


